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会  議  録 

会議の名称 平成３０年度第１回清須市地域公共交通会議 

開催日時 平成３０年５月２１日（月） 

午前１０時から午前１１時４５分 

開催場所 清須市役所北館２階 第１・第２会議室 

議題 １ 開会 

２ 議事 

〔報告事項〕 

⑴ コミュニティバスの運行・利用状況について 

⑵ コミュニティバス利用者・非利用者アンケート

の調査結果について 

⑶ 地域公共交通網形成計画の達成状況等について 

〔協議事項〕 

⑴ コミュニティバスのルート・ダイヤ改正（案）に

ついて 

⑵ 清須市地域公共交通網形成計画に係る一部改正

（案）について 

⑶ 平成３１年度生活交通確保維持改善計画（案）に

ついて 

⑷ 平成３０年度清須市地域公共交通会議スケジュ

ール（案）について 

３ その他 

４ 閉会 

会議資料 会議次第、委員名簿、配席表 

〔会議資料〕 

資料１ コミュニティバスの運行・利用状況概要 

資料２ コミュニティバス利用者・非利用者アンケート 

    の調査結果 

資料３ 清須市地域公共交通網形成計画の達成状況等 

資料４ 全体ルート図（案） 

資料５ ダイヤ表（案） 

資料６ 清須市地域公共交通網形成計画一部改正（案） 

資料７ 平成３１年度清須市生活交通確保維持改善計

画（案） 

資料８ 平成３０年度清須市地域公共交通会議スケジ

ュール（案） 

公開・非公開の別 

(非公開の場合はその理由) 

公開 

傍聴人の数 

(公開した場合) 

４人 

出席委員 前田委員、山田委員、谷野委員、林委員、後藤委員、石

原委員、加藤（榮）委員、宮﨑（澄）委員、加藤（博）

委員、二輪委員、榊原委員（代理）、松本委員、堀野委

員、多田委員、古田委員（代理）、大島委員、蝦名委員、
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宮崎（稔）委員、長谷川委員 

欠席委員 なし 

出席者（市） なし 

事務局 （企画政策課） 

河口次長兼課長、藏城課長補佐、服部課長補佐兼係長、

赤羽副主幹、山田主任、笹野主事 

会議録署名委員 谷野委員、林委員 

１  開会  

 

●事務局  

定刻となりましたので、ただ今から、平成３０年度第１回清須市地域

公共交通会議を開会いたします。  

私は、本日の司会を務めさせていただきます、企画政策課の赤羽と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。  

それでは、開会にあたりまして、前田会長からごあいさつをいただき

たいと存じます。前田会長、よろしくお願いいたします。  

 

●前田会長  

  各委員のみなさま、おはようございます。  

本日は、大変お忙しい中、本年度最初の清須市地域公共交通会議へご

出席いただきまして、大変ありがとうございます。  

  また、日頃は、皆様方には本事業の運営等にあたりましてご理解とご

協力をいただきまして、大変ありがとうございます。改めて、お礼を申

し上げます。  

さて、本日は１０月１日からの実施予定としておりますルート･ダイ

ヤ改正に向けて、ご報告、ご協議と多々ございますが、委員の皆様方の

ご協力をいただきまして進めてまいりたいと存じますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。  

簡単ではございますけれども、あいさつに代えさせていただきます。 

 

●事務局  

ありがとうございました。  

それでは、ここで人事異動等により今年度から当会議にご参画いただ

く５名の委員の方をご紹介いたします。  

まずお一人目ですが、第３号委員で国土交通省中部運輸局愛知運輸支

局首席運輸専門官企画調整担当の二輪昭宏（にわあきひろ）委員です。 

 

●二輪委員  

  こんにちは。ただいま紹介にあがりました、中部運輸局愛知運輸支局

の二輪です。  

  特にバスの業界、バスに限らず運行業界は、昨今の困難な雰囲気にご

ざいまして、皆様も色々抱えていると思いますが、非常に人材不足と言

われる状況に苦しんでおります。  

  どこの会社も少ない利益の中で、可能な限り地域の公共交通に貢献す
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るように努力をしておりますので、皆様方も是非、それも含めて、色々

な工夫をしたりというのを検討していっていただければと思います。  

  特に、無理なダイヤなどで運転手さんに負担が重なりますと、万が一

事故が起きてしまえば、公共交通として信頼を失ってしまうようなこと

もありますので、是非そういうものも含めてご検討いただくようによろ

しくお願いします。  

 

●事務局  

ありがとうございました。  

お二人目ですが、第４号委員で愛知県振興部交通対策課主幹の榊原仁

（さかきばらひとし）委員です。  

 

●榊原委員代理  

  おはようございます。愛知県振興部交通対策課です。本日は代理とい

うことで私児玉が出席させていただきます。  

  今回清須市での公共交通会議ということで、清須市さんのコミュバス

について議論させていただくんですけれども、県の立場ということで、

他の市をまたいで広域的に何かご協力させていただくことがあればと

思って出させていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。  

 

●事務局  

続きまして、三人目は、同じく第４号委員で、愛知県尾張建設事務所

維持管理課長の松本幸次（まつもとこうじ）委員です。  

 

●松本委員  

  尾張建設事務所維持管理課長の松本と申します。  

  私のいる部署は、県内の県道とか、河川とか、そういう県管理施設の

維持管理ということで、清須市さんのほうとも何かご協力できることが

あれば対応させていただきますので、よろしくお願いします。  

 

●事務局  

続きまして、四人目は、第５号委員でつばめ自動車株式会社バス事業

部係長の大島竜生（おおしまたつお）委員です。  

 

●大島委員  

  こんにちは。つばめ自動車株式会社の大島と申します。  

  これまでも安全運転に努めてまいりましたが、これからも安全運転に

努めまして、引き続き、あしがるバスの運行をしていこうと思っており

ます。よろしくお願いいたします。  

 

●事務局  

五人目は、第６号委員で清須市建設部都市計画課長の長谷川久高（は

せがわひさたか）委員です。  
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●長谷川委員  

  おはようございます。都市計画課長の長谷川でございます。  

  清須市といたしましても、都市計画道路の事業、愛知県さんと一緒に

やっている事業が数多くございます。  

その道路ができることによって交通のルートが変わるということも

ありまして、一日も早い開設に向け努力していきたいと思いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。  

 

●事務局  

みなさま、どうぞよろしくお願いいたします。  

続きまして、本日の会議の出席状況について、ご報告いたします。  

本日欠席されている委員の方は、おられません。  

また、他の公務のために、第４号委員で愛知県交通対策課の榊原委員

におかれましては、児玉様に、第５号委員で愛知県バス協会の古田委員

におかれましては、栗木様に代理でご出席いただいております。  

それでは、これより議事に入らせていただきますが、ここで、事務局

からお願いがございます。  

当会議の議事録を作成するために、会議でのご発言にあたりまして

は、次の２点についてご協力をお願いいたします。  

まず１点目ですが、ご発言にあたりましては、必ず挙手の上、会長の

指名を受けてください。  

続いて２点目ですが、会長の指名を受けた委員様には、係の者がマイ

クをお持ちいたしますので、その都度、ご自身のお名前を仰っていただ

いてから、ご発言くださいますよう、お願いいたします。  

それでは、ここからの進行は前田会長にお願いいたします。よろしく

お願いいたします。  

 

２  議事  

 

●前田会長  

それでは、ここからは私の方で会議の取り回しをさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。  

まずはじめに、会議録の署名委員でございますが、指名したいと思い

ます。  

本日の会議の会議録署名委員は、座席の順に谷野委員さんと林委員さ

んにお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

それでは、本日の議事に入ります。  

本日の議事につきましては、お手元の次第のとおり、報告事項が３件、

協議事項が４件となっております。  

まずは議事の「報告事項」から順次進めてまいりたいと思います。  

最初に報告事項（１）から（３）までを一括して取り扱うことといた

しますので、よろしくお願いいたします。  

事務局から、資料につきまして、順次説明をお願いいたします。  

 

〔報告事項（１）、（２）及び（３）について事務局から説明〕  
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●前田会長  

ありがとうございます。  

それでは、ただいま事務局から詳細にわたりまして、ご説明がござい

ました。その中で、各委員さんからご意見ご質問等がございましたら、

ご発言のほうよろしくお願いいたします。  

 

●山田委員  

山田です。資料１の図４のサクラルート利用者数ですけれども、２８

年度がどんどん伸びてきたということで、２９年度利用者数が減った

と。これは何か原因というのはあるんですか。  

サクラルートは一番乗車人員が多い車ですので、こういう傾向が続く

ということは、何か手を打たなきゃいかんのではないかというふうに思

います。  

  それともう一つ、資料２のあしがるバス利用意向ということで、利用

しない人が増えている、その理由としては、３０代、４０代の人たちで

はないかということですが、利用していない人が増える、というのはち

ょっと疑問に思います。  

  それと、資料３、サクラルート目標未達成とういうことですが、これ

は図１の説明の中で分かってくると思うんですけども、少しサクラルー

トについては、よく考えないと、どんどん利用者数が減るんじゃないか

と思います。  

 

●事務局  

  ありがとうございます。まず資料１と、それから資料３のサクラルー

トの減少についてなのですが、サクラは、先ほど説明で申し上げました

ように、２８年度と比べると２９年度が減少しているんですけれども、

それ以前から見ますと、全体としては利用者数自体は増加傾向にあると

は思われます。  

ただ、平成２８年度のサクラルートの増要因についても分析をしてみ

たんですけれども、全体的に利用者数が大幅に増加しており、特定のバ

ス停で利用者数が増加したというようなデータがとれなかったため、平

成２８年度が増加した要因については、今のところはっきり分かってお

りません。  

 

●山田委員  

  今の説明につきまして、２８年度は増加した、増加した要因が分かっ

ていないということですが、３０年度も２９年度と同じような傾向で進

むとすると、増加要因というのをしっかりと把握しないと維持できなく

なるんじゃないかと思いますが、どうでしょう。  

 

●事務局  

  サクラルートの減少につきましては、先回の公共交通会議の場でも何

でだというような話が出ております。事務局としましても、そちらのと

ころ各駅、バス停の乗降の状況ですとか、細かく見てはみたものの、正
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直、原因が分からなかったというのが本音のところです。  

以前からこの公共交通会議の場でも、どこかで頭打ちというのは来る

のかな、それで今後啓発等で伸ばしていこうというような感じで来てい

た中、順調に清須市は右肩上がりで上がってきたところサクラルートに

限ってはこういう状況になったということですので、ここらへんが今の

ところでの頭打ちかなとは思っているんですけれども、幸いにも今回今

年の１０月にルート・ダイヤ改正をして、このサクラルートにつきまし

ても１便あたりの走行時間のほうも、短縮はさせていただいております

ので、こういったところでまた今後利用者の確保ができればというふう

に思っておりますので、今後とも注意深くここのところは注視していく

必要があるのかなというふうに事務局としては判断しております。以上

です。  

 

●前田会長  

  ありがとうございます。  

他に委員さん、何かございましたら。よろしいですか。  

 

●加藤副会長  

  今のご意見で、本当に解明したいところなんですが、私も色々考えた

んですけど理由が分からない。もちろん利用がそれほど多くないところ

ですと、一人やめると、常連の方がやめるときだとかあるので、ちょっ

と色々難しいですが。  

サクラは、もともと決して利用が多いところではないところを走って

いるわけで、もともとそれは分かっているところで、本来だったらグリ

ーンとかの利用者の方が多いので、そちらのほうに大きい車を入れたい

ところですけど、道路によって入れられないということになっていて、

より広い道路を走っているということでサクラルートですので、必ずし

も利用が多い路線なので大きい車を入れたという訳でもないというこ

とですね。  

１０月は、色々と見直しをしてもらっていますが、そこを見ていただ

きながら、本当にそれで良いのかというのは、何回か議論してきてはい

ますが、再度考えていただけると良いと思います。  

それから、ルートとしてはこれで良くても、実際利用促進がどうやっ

てやったらいいかというものを考えてほしいなと思います。  

あと、資料２の方は全体的に悪くなっている傾向ですが、これもサン

プルがかなり変わっているということが分かっていて、若くなっている

と、前回より、というのがあります。  

ということで、必ずしも前回と今回で簡単に比較できないということ

が正直ありまして、非利用者アンケートについては、そうですね。若い

方が増えていて、高齢の方も回答しているということなので、どうして

も認知度とかだと若い方は利用しないことがあるなということから、年

代別にどうなっているかっていうのは集計しなければいけないという

ことで、必ずしも前回今回で同じような人に聞いているわけではないと

いうことはちょっと注意しなければいけないと思います。  
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●前田会長  

ありがとうございました。  

他に委員さん何かございませんか。  

 
 

〔特になし〕  

 
 
他にご質問が無いようでしたら、これで報告事項の議事を終わりま

す。  

続きまして、協議事項（１）コミュニティバスのルート・ダイヤ改正

（案）についてを、事務局から説明をお願いします。  

 
 

〔協議事項（１）について事務局から説明〕  

 
 
●前田会長  

ありがとうございます。  

ただいま事務局から説明がございました。  

各委員さんから何かご意見、ご質問等ございましたらお願いいたしま

す。  

 

●加藤副会長  

結局ブルールートができて、ヨシヅヤから春日の間が１時間に１本に

とても本数が多くなりまして大変充実するわけですが、一抹の不安もあ

りまして、結局どのくらい乗っていただけるのかなというのがありま

す。  

その辺っていうのは、事務局的にはどういうふうに考えているのです

か。どういうふうに呼びかけて行くのかというのも教えてほしいし、逆

に、ヨシヅヤまで来るけどそこから先は乗り換えなんで、乗り換えとい

うのも中々抵抗があるということも言われていますが、毎時何分と言う

のは分かる。だけど、乗り換えは中々「乗り換えできますよ」と言って

も、認識されないと。  

そういうのも含めて、どういうふうに周知していくかというのが大事

だと思いますが、一応そういうことが考えられるようにダイヤも組んで

きたと思うんですけど。どういう風に考えていますか。  

 

●事務局  

お答えいたします。先生がおっしゃるように、今回のルート・ダイヤ

改正の非常に重要な点の一つであります乗り換えなんですけれども、お

っしゃるように、これまでのように「ルートダイヤ改正があります」と

いうふうにだけ言っても、なかなかご理解いただけるような内容ではご

ざいません。  

ですので、１０月１日のルート・ダイヤ改正に向けまして、その内容

の周知を図ると言うことで、具体的には、こういう形で乗り換えができ

ます、この地区の方がここに行くときはこのように乗ってくださいとい
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ったところまで、事前にご案内ができる形での周知を考えております。 

詳しくは、その他のところでアンケートをお願いする予定でおります

ので、そこでご説明をする予定でおりましたが、おっしゃるように、乗

り換えというものを前面に押し出した周知という方法を考えておりま

すので、なんとか事務局としてはそれが上手くいくといいなというふう

に考えているところでございます。  

 

●前田会長  

他に委員さん何かございましたら。  

 

●二輪委員  

二輪です。事務的な話になるのですが、今回改正を見させていただき

ますと、路線なんかも新たに増えたりしまして、行政上の手続きが発生

するものもあるのかなと思います。  

清須市さんだけではなく、各市町さん１０月に向けて色々とルート変

更やダイヤ改正を行っておりまして、それに向けて、８月、９月は手続

きの件数が多くなる傾向があります。  

できるだけ早めの手続きを行っていただくように事業者も含めてお

願いします。  

 

●前田会長  

ありがとうございます。  

他に委員さん何かございましたらお願いいたします。  

 
 

 〔特になし〕  
 
 

ご質問も無いようですので、ここでお諮りいたします。  

本件に関しまして、事務局案をご承諾いただくということでよろしい

でしょうか。  

 
 

〔異議なしの声〕  

 
 

ありがとうございます。  

それでは、これで協議事項の議題（１）を終わります。  

引き続きまして、協議事項（２）（３）を一括して取り扱うこととい

たします。  

では、（２）清須市地域公共交通網形成計画に係る一部改正（案）に

ついてと（３）平成３１年度生活交通確保維持改善計画（案）について

を議題といたします。  

事務局からそれぞれの議案についての説明をお願いいたします。  

 
 

〔協議事項（２）（３）について事務局から説明〕  
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●前田会長  

ありがとうございました。  

ただいま事務局から説明がございました。各委員さんからは、（２）

（３）議案の順番は問いませんので、ご意見・ご質問等がありましたら

お願いします。  

 

●山田委員  

  山田です。資料７の３番ですね。前号の目標を達成するために行う事

業及びその実施主体ということで、バス停の新設とか利用促進策等を通

してということなんですが、この促進策、今何を考えてこういう書き方

をされているかということをお聞きしたいです。  

 

●事務局  

  お答えいたします。利用促進策といたしましては、これまでもやって

きましたけれども、例えば無料デーの実施でございましたり、それから

バス乗り方教室、６月に２件予定してございますけれども、そういった

従来行ってきたものに加えまして、１０月のルート・ダイヤ改正に向け

ましての周知という意味で、新たに加える予定でいるものもございま

す。  

  こちらにつきましては、その他のところでちょっとアンケートをお願

いする関係もございますので、そちらの資料に加えてございますが、新

たに行うものとして想定しておりますものにつきましては、例えばポス

ター、それからチラシの作成及び配布でございましたり、広報清須に記

事を連載させていただいて、その上での周知ということも考えておりま

す。  

 

●前田会長  

  ありがとうございます。委員さんよろしいですか。  

 

●山田委員  

  山田です。今、お話聞きましたけども、利用者の実績向上に繋がりま

すかね。何かずっと今まで同じようなことをやってきているような気が

するんですけども、どうなんでしょう。  

 

●事務局  

  これまで順調に利用者数が伸びてきているところでございましたけ

れども、先ほど山田委員からご指摘ありましたように、サクラルートに

ついては少し気になる傾向も見えてきてございます。  

  そのことをご心配されてということだとは思うんですけれども、今後

もこれまで利用者が増えてきた傾向を維持する、そしてまた更に伸ばし

ていく、ということを考えまして、今度の１０月のルート・ダイヤ改正

というところで更なる利便性の向上を図っていきたいと思っていると

ころでございます。  

  そのためには、どういった形で利用者の皆様の利便性の向上が今度の

１０月のルート・ダイヤ改正によって図られるか、というところを、ま
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ず知っていただく、というのが基本だと考えております。  

  そのことをご理解いただくための１０月のルート・ダイヤ改正に向け

ての周知を行うというふうに考えております。  

 

●前田会長  

  ありがとうございます。他に委員さん何かよろしいですか。  

 

●事務局  

  すみません、この後に、その他のところで、今事務局として考えてい

る周知の方法、それからどういったものを考えているか、とった内容を

別議題でやろうと思っていたんですけれど、先ほど加藤先生から、また

山田委員からも周知のほうが今回一番大事だということでご意見をい

ただきました。ですので、そちらを先に、こちらこう考えているんだと

いうところを今からやっていきたいと思いますので、資料を配付します

ので、お待ちください。  

  それをご覧いただいて、皆様のご意見を伺うためのアンケートをお願

いしたいと思います。  

 
 

〔その他について事務局から説明〕  

 
 

●前田会長  

  各委員さん、どうですか。今の事務局からの説明で何かご質問があれ

ば。  

 

●山田委員  

  山田です。意見ですけども、ルート改正の周知ということで、広報を

利用して連載で出すよというお話しなんですけど、回覧板とかそういう

のも確実に見ているという保証はないわけですよ。  

  ましてや広報を全世帯見ているかということを考えると、僕は広報で

出すよりも、他の方法を考えたほうがいいんじゃないかと。私の家も、

私が見るぐらいのもので、女房もどうだった？とかっていう状態ですの

で、事務局としては出したよ、となりますが、出せばそれで周知される

ということは絶対ないですから。実際に事務局が出向いて色んなことを

されるほうが、周知としては徹底される、という意見です。  

  

●前田会長  

  ありがとうございます。  

事務局は、今委員さんからそういう意見がございましたので、また

色々考慮されたり、配慮されることをお願いします。  

他に委員さん、ございませんか。  

 

●加藤副会長  

  事務局だけじゃなくて、皆さんのほうでどうしたら良いかということ

なんですけど、今例えば清須市商工会のホームページを見ているんです
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が、バスについて一切書いていない。清須市観光協会のホームページを

見ても、リンクはありますが、清洲城にバスでどうやって行ったらいい

かは一切書いていない。  

改めて考えると、この清須の地域公共交通会議はそういう団体さんが

ここに入っていない。結構他のとこだと入っていることが多い。でもそ

うだと、そういうところでもうホームページに書いてないなんてありえ

ないよみたいなプレッシャーを感じるわけです。清須はずっとそれがな

かったので、住民代表の皆様にご意見をたくさんいただいてありがたい

んですが、例えばある市だと、コミュニティバスについてのポスターが

全部商工会の関連のところに配ってあって、店の中には全部貼っとけと

いうふうにしている。  

  こういうのは、企画政策課ですか。そういうところだととても手が回

らないでしょ。だから市内のそういうあらゆる団体さんだとか、そうい

うグループだとかそういうものをどうやって、活用というと非常に失礼

な言い方ですけど、そういうところと一緒になってできるかっていうの

は、もうちょっと何か考えたほうがいいのかなって思います。  

今もホームページを見ても、出てこない。「清洲城  バス」とやると、

名古屋の市バスが出てくる。名古屋の市バスで一番近いのはどこかって

いうと、中沼町。中沼町っていうところから、徒歩２７分って書いてま

す。これが現状。こんなことでは、だめだと思います。  

それはあしがるバスとかあしがるサイクルとか使わないのは、ぱっと

こう見たときに、清洲城天守閣周辺に行こうと思うと、やっぱりちょっ

と難しい。  

こういったネットとかそういうこともあるし、一方で、今言ったよう

などこかにポスターを貼るとか、のぼりを立てるとか、色々やるとかで、

そういうのはもっと市役所で色んな情報伝達のやり方みたいなのを考

えたほうがいいんじゃないかなというのは思います。  

  ちなみに防災無線使えるんでしたっけ。防災無線で何かするとか。  

 

●事務局  

  今、そういった防災無線で行事ごと、こういった変更がございますよ

というようなことを流したことは私の記憶ではないですね。  

行事ごとで今日何がありますよというのは、ございますけれども。こ

ういう制度がいつ変わりますよというような周知のほうは、そちらでは

無いですね。  

 

●加藤副会長  

  まあ、あまり言うとうるさいんで、ほどほどでいいんですけど。何か

そんなチャンネルもあったり、色んなものがあるんで、広報っていうの

は、一番やっぱり訴求力が低いというか、本当は広報が高くないといけ

ないんですが、決定的な訴求はないので。  

広報か回覧板かって言ったら回覧板のほうが訴求力がありますね。何

故かっていうと回覧は一枚一枚とっていくから。例えば広告かなんかは

とっていく。とっていく人は欲しいからとっていく。広報だと、欲しい

も欲しくないも関係なく配布しますので、なかなか見ない方もいますよ
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ね。とるかとらないかっていう時に、とらない人もああ、あるねってい

うのは見て、下手すると、どのくらい残ったかっていうので関心の高さ

が分かる。そういう話もあります。  

  そういったことも企画ではなかなか得意じゃないところじゃないか

なという気がします。僕は一宮ですから、一宮だと地域ふれあい課だか

ら、そういうののほうが得意というか、どうやって地域のみなさんに分

かってもらうかとか、やっぱりそこが得意です。  

  半田とかだと、商工とかね。あ、ごめんなさい、半田は防災。防災だ

と、やっぱり防災は地域との繋がりが深いので、そういうこともできる。 

松阪だと、商工ですから、そういった商工組織とか、商店街とかそう

いうところと色々ある。  

企画だと一番弱い。実はそういうチャンスが少ない。そこは何かもう

ちょっと市役所内で図れないですか。普通にやらないのですか。そうい

うことって。  

 

●事務局  

  そうですね、庁内全域の中でのそういった情報共有というのは、そう

いう場というのはあるんですけれども、そういった場を利用してでも、

各課のほうで何かことがあればというようなお願い事項の中で周知も

含めてやっていきたいなと思っております。  

 

●加藤副会長  

  もともと四町合併だったこともあって、それぞれのところで住民委員

さんがやってこないといけないと思うんですけど、そこでかなり人が多

かったので、そういういわゆる団体さんは、あまり前に出なくて、住民

の代表のみなさんが結構多くなるっていう構成だったというのはあり

ましたけど、それはそれですごくいいことですが、やはり、宣伝とかに

なってくると、組織力も必要なので、委員としてどうかっていうのはま

た別の問題として考えればいいんですが、そこは今、改めてこれを見た

ときに気をつけるところなのかなというのは思います。他のところだ

と、そこはやっぱりやっていますから。ここだと宣伝たくさんやってく

れるとかって。  

  あともう一点、資料の、店だとか病院だとかにもっとやっていただく

ということはないんですか。例えば、はるひ呼吸器病院とかどうなんで

すかね。特に名前をつけてるところは、本来だったらネーミングライツ

料をもらってもいいくらいの話ですけど。他の自治体だとネーミングラ

イツのお金をもらって宣伝とか色んなことをやっていたりすることも

あります。  

そういう特に名前がついているような停留所がある会社さんにはも

うちょっと突っ込んでやってもいい。例えばヨシヅヤさんはチラシにバ

スで来てくれないかって書いてくれないかとかそういう話もあったり

なんかしますから。そのへんの呼びかけとかも、そういうところとは定

期的に話したりはしてないんですか。大口のところと。  

 

●事務局  
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  例えばですけれども、今先生のお話に出ましたヨシヅヤですが、前回

の会議のときに、ヨシヅヤでの乗換えで、乗り間違えを防ぐ方法を考え

なくてはいけない、という話がございました。  

その関係もございまして、今、アポイントをとって接触を図ろうとし

ているところでございます。その中で、今いただいたようなお話もでき

ればというふうに思っておりますので、現在、そういった状況にござい

ます。  

  直近では、ヨシヅヤさんに連絡をとってそういったお話をできる機会

を設けたいなというところでございます。以上です。  

 

●加藤副会長  

  ちなみに、ヨシヅヤは清洲店は何も載っていません。はるひ呼吸器病

院は、西春からのアクセスが先に書いてあって、しかも、きたバス中之

郷保育園南下車徒歩１０分。無料送迎車もある。西春から。あとは、Ｊ

Ｒ枇杷島駅からきよすあしがるバスで約３５分、はるひ呼吸器病院下車

すぐ目の前。って書いてありますけど、３５分。そりゃ３５分かかるん

でしょうけど。そういう感じです。で、あしがるバスのホームページに

行ける。そういう感じですが、まだこうやってやっていただいてるだけ

でありがたいことですけど。  

こういうのを一通り調べてみて、ここは忘れてるとか、場合によって

は改正したのにそのまんまになってるというのもあり得るんで、こうい

うのも一通り見てどこがバスのことをちゃんと覚えててくれているか

とか、気にかけてもらっているかとかって、ちょっと弱いところは、営

業をかけるとかそういうことをしたほうがいいと思います。  

だから、自分達でやらなきゃいけないところはどこかというと、そこ

が一番なんじゃないかなと思います。  

 

●榊原委員代理  

  少し参考にしていただくといいな、ということで、津島市さんもコミ

ュニティバスを実施されておりまして、津島市のコミュニティバスもや

はりヨシヅヤさんを中心として、ヨシヅヤさんをバスターミナルとし

て、駅であるとか、巡回をしております。  

なので清須市さんも、津島市さんの事例を参考にしていただいて、多

分ヨシヅヤさんもそれなりに話は聞いてくれるんじゃないかなという

のが肌感覚では感じておりますので、少し参考にしていただければどう

かなと思っております。以上です。  

 

●前田会長  

  ありがとうございました。他に委員さんよろしいですか。  

 

●加藤副会長  

  津島のそれは、もともと津島市役所がヨシヅヤなんていう､そういう

私企業の名前を停留所につけちゃいけないというポリシーがあって、給

食調理場前という停留所だったと。誰が給食調理場にバスで行きますか

っていうことですから、その目の前がヨシヅヤなんでね。私のほうでそ
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んなくだらないことはやめろと、ヨシヅヤでいいじゃない、ということ

でヨシヅヤに変えていただいたという経緯です。  

   清須の場合もヨシヅヤ拠点が多いので、置いていただいてるだけで

ありがたいですけど、もうちょっと何か、もう一工夫とかあるといいか

なというふうに思いますので。  

というのが、イオンモールさんだと、今日は一宮の会議で木曽川へ行

きますけれども、木曽川のイオンっていうのはバスも実際お金を、あそ

こは補助金を出して、走っている路線です。名鉄バスですけど。  

それも含めて、県内にバス乗り場って他にあるところだと、周知して

るだとか、時刻表がそこに設置してあるとか、色んなことをやっていた

だいてます。やっぱりそういった施設のほうで気にかけていただくって

いうのは本当にありがたいことなんで、一回そういう話をしていただけ

ればと思います。  

 

●前田会長  

  ありがとうございます。委員さんよろしいですか。  

 

●加藤委員  

  加藤榮子です。  

たびたびこの会議でお話しするのですが、敬老の日にタダ券ですか、

例えば１０枚でも出せば、孫なりお友達なり。  

今山田さんがおっしゃったように、広報では若い方しか見ないと思い

ます。敬老の人たちにもあげる家もあるでしょうけど、ほとんどないと

思います。ですから、敬老の日にそういうバスに乗れる券があれば、お

友達、または家族、孫と行くと思います。  

そういうふうに、この前出席したときに思ったのですが。たくさんの

方が、色々な方がその敬老の日には会場に来ていらっしゃいました。で

すから、そういうとこで、バスのことを何か一つでもいいから宣伝した

ほうがいいんじゃないかと私は思います。  

 

●前田会長  

  ありがとうございます。  

 

●加藤副会長  

  それって加藤さん、やりませんか。他のところだとそういうの結構あ

りますよ。委員の皆さんで、それぞれ会合とかそういうところでも説明

をして、乗ってくださいっていう。もちろん職員の方も来てもらっても

いいですけど、どっちがとっつきやすいかっていうと、近い方のほうが

いいので、そういうのもあり得ます。  

  十分、弁が立つから大丈夫だと思いますけど。どうですか。  

 

●前田会長  

  先生のご指導で、よろしくお願いいたします。  

  他に委員さん、何かございませんか。  
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●林委員  

  林です。今先生のほうからございました、商工会のホームページです

か、そのサクラルートなどのあしがるバスの、どう行ったらいいかとい

うような。私も今一応は商工会の役員になっていますので、話は前々か

ら事務局長それから会長なりと話はしているんですけど、なかなかそれ

以上の先が動きが悪いので、また近いうちに、しっかりとしていきたい

ので、事務局とも今後の話をしまして、市役所さんにその経過もお話さ

せていただいて、できたらと思います。  

商工会のホームページも時々直してはやってますので、多分、話をす

ればいけるんじゃないかなと僕は思ってますけど。他の意味でルートの

ことで話はしていたんですけど、今のホームページの中へ載せたりとい

うことは気がつかなかったんで、近々中にまた商工会の会長なりに話さ

せていただきます。また、その経過連絡しますのでお願いします。  

 

●加藤副会長  

  ホームページは鉄道の時刻表ですか。僕はそれもさることながら、ポ

スターも、店舗とか店の人に協力して欲しいです。  

 

●前田会長  

  よろしくお願いします。他に委員さん、よろしいですか。  

  他にご質問ございませんでしたら、ここでお諮りいたします。  

 

●事務局  

  すみません。今資料の６、協議事項の（２）と（３）の承認のお話し

だと思いますけれども、そこのところで追記をさせていただきたいと思

います。  

  資料６をご覧になっていただきまして、資料６の改正案のところの３

０年度でブルールートが７．１というふうに記入してあると思います。 

 こちらのほうにつきましては、３０年度はご存知のように半年です。

３１年度は一年、通年ということで、ここのところですけども、計算間

違いがあった、ということが今判明しました。  

  ですので、ルート自体は変更ございませんので、３０年度の１便あた

りと３１年度の１便あたりっていうのはこんなに大きく差があるわけ

がないですので、再計算のほうさせていただきたいと思います。  

  そちらのほうの再計算をさせていただきますと、おそらく今ざっと見

ると３の後半から４という数字になると思いますけれども、そういった

数字になるということをご理解いただいたうえで、新しい数字が決まり

ましたら各委員さんのところに正誤表を発送させていただきます。   

ということで、そういった前提でご承認をいただければというふうに

思いますのでよろしくお願いします。  

 

●二輪委員  

  グリーンルートも数字が減っているんですが、これは何か理由がある

んでしょうか。  
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●事務局  

  はい、ご指摘のグリーンルートにつきましては、オレンジルートとの

需要の兼ね合いを見ております。その結果、ある程度グリーンからオレ

ンジに需要が移行するということが見込まれますので、そのようなこと

も反映して、この数字になってございます。  

 

●前田会長  

  よろしいですか。ありがとうございます。他によろしいですか。  

  今、事務局からあしがるバスの利用者について、１年あたりの平成３

０年度、３１年度の修正があるということを後日申し上げるという中

で、今回この事務局案にご承認いただくということで、よろしいですか。 

 
 
  〔異議なしの声〕  

 
 
  ありがとうございます。  

今（３）の平成３１年度生活交通確保維持改善計画（案）については、

今後これに関しまして、関係機関へ提出し、承認をいただくという対応

手続きがあるということでございますので、よろしくお願いします。  

  それでは、これで、協議事項、議題（２）と（３）を終わります。  

 

●加藤副会長  

  今網形成計画を見てるんですけど、ルートとかダイヤが書いてあると

ころがありますが、ここは差し替えはしないですか。  

 

●事務局  

  そこのところは今のところ変更する予定はございません。  

 

●加藤副会長  

  何か目標が差し替わってこっちが差し替わらないのは。  

 

●事務局  

  補助金の申請で使うところが、先ほど維持改善計画というのが基本的

に網計画を踏襲するということになっていますので、その関係上網計画

の必要最低限の改正に留めているというのが、今のところの考え方で

す。  

 

●加藤副会長  

  例えば今、ルートが１１３ページに３ルート書いてあるわけです。オ

レンジルート、グリーンルート、サクラルートで平成２６年３月時点と。 

  今、その前のところで、目標で４ルート出てくると、この中で既に矛

盾が生じてしまっています。  

 

●事務局  

  そうですね、中のほうよく見させていただきますと、今回の大幅なル
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ートダイヤ改正ということで、細かい点もかなり影響が出てくるという

ことは理解しております。  

  次回の改正のときにそっくりということを考えておりましたけれど

も、今加藤先生のそういったご指摘の中で、一度今回こんなに大幅に変

わるんだったら一斉に見直すのも手だよということであれば。  

 

●加藤副会長  

  一つ言えるのは、網形成計画なので、どういう網を作ろうとしている

のかが書いていないといけないんですけど、それが、もう過去のことし

か書いていない計画になっているのに、実際には違う新しいルートにな

っていて、目標がそれになっているっていうと、計画って読んでも何か、

一番知りたいルートは古いのしかなく、目標だけ新しいのに変えても、

これだけ読むと全然分からないってなっちゃうかなと思います。  

  僕が思ってるのは、最低限、実状として変わったところだけは変えた

ほうがいいのかなというだけで、そんなに大きく変えるってのはすべき

じゃないことなので。ただ他のところだと、やっていますね。  

やはりルートが大きく変わるようなものだと、差し替えないと事務

局として手を出せないので、そうじゃなければ、ここの分だけ差し替

え用紙みたいな形でやるほうが、ルートが変わったので、計画は変わ

らないけどこの目標だけは変えますっていう改訂版というか差し替え

のシートみたいなので入れるほうがいいのかなという気はします。  

そのへんは、扱いはどちらでもいいですけど、通常は整合がとれない

と、改正と言っても、何か一部のところだけ改正して辻褄が合わない

ということになります。  

 

●事務局  

   そうしましたら一度中身精査させていただきまして、大幅に今回３

から４に変わりましたので、そういったところまた、先生のほうにご相

談にあがりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。  

 

●前田会長  

  では、続きまして、（４）平成３０年度清須市地域公共交通会議スケ

ジュール（案）についてを議題といたします。  

事務局のほうから説明をお願いします。  

 

  〔協議事項（４）について事務局から説明〕   

 

●前田会長  

  ありがとうございます。  

ただいま、事務局から説明がございました。  

  この協議事項について、委員さんから何かご意見・ご質問等ありまし

たら、お願いいたします。  

 

 〔特になし〕  
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 よろしいですか。他にご質問ないようですので、ここでお諮りいたし

ます。  

  本件に関しまして、事務局案でご承認いただくということでよろしい

でしょうか。  

 

〔異議なしの声〕  

 

 ありがとうございます。  

それでは、これで協議事項の議題（４）を終わりたいと思います。  

  以上で、本日予定されておりました議事は全て終了いたしました。  

  長時間にわたり、各委員さんには慎重にご審議いただきまして、大変

ありがとうございます。  

次に、次第３のその他につきまして、事務局から報告事項がありまし

たら、お願いいたします。  

 

●事務局  

  本日は長時間に渡りましてご協議いただきありがとうございました。

事務局からご報告とご案内をさせていただきます。  

  先ほどの資料６の間違いにつきましては、また正誤表を作って送らせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。申し訳ございません

でした。  

  続きまして、本日の協議事項（３）でご承認をいただきました生活交

通確保維持改善計画につきましては、いただいたご指摘等ふまえまし

て、国土交通省へ提出をさせていただきます。  

  続いて、協議事項（４）で少し触れさせていただいたものですけれど

も、ルート・ダイヤ改正の周知についてのアンケートをお願いしたく存

じます。  

  先ほどお手元にお配りさせていただきましたルート・ダイヤ改正の周

知についてという資料をご覧いただいたうえで、つけさせていただきま

した意見シートにご意見を記入していただき、ＦＡＸ・郵送・メールな

どによりまして５月３１日（木）までに事務局へご提出いただきますよ

うお願い申し上げます。  

  また、こちらの様式のデータを希望される方におかれましては、この

後事務局までお申し出いただきましたらご指定のメールアドレスまで

データを送らせていただきます。  

  それから、資料８のスケジュールのところでもお示しをさせていただ

きましたが、ルート・ダイヤ改正の周知につきまして、市民委員の方々

にお集まりいただきご協議していただく場として、専門部会を開催させ

ていただきたいと考えております。  

  市民委員の方々には、今お手元に開催通知を配付させていただきまし

たが、ご出席の程よろしくお願いいたします。事務局からは以上です。 

 

●前田会長  

  ありがとうございました。  

ただいま事務局から議事以外の報告事項や本日の議事のまとめをし
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ていただきました。  

最後に各委員さんで何かございましたらお願いいたします。  

 

●大島委員  

  つばめ自動車の大島です。なかなかダイヤのほうで細かい数字を確認

しきれていなかったので申し訳なかったんですけれども、グリーンルー

トで、１便目の横町公園へ入っていくところなんですが、時間指定で９

時まで車両進入禁止になっているところなんですけども、ここはどのよ

うに対処されるご予定ですか。  

 

●事務局  

  すみません、今お話をいただくまではそこについてはそのような規制

があるということは認識しておりませんでした。  

 

●大島委員  

  すみません。私も細かいところまで見ていなかったので申し訳なかっ

たんですけれども。堤防から横町公園に向かっていく細いところが９時

まで進入禁止になっていますので、ここを例えば申請して路線バスは通

れるように許可をいただくのか、とか。  

 

●事務局  

  この場でどのような対応をさせていただくのかまでは申し上げられ

ないところではございますが、ここの部分につきましては、規制の内容

ですとか、その内容については警察さんのほうも関係してくると思いま

すので、先ほど申し上げた正誤表の中に、対応をそれまでに盛り込ませ

て送らせていただくという形でお願いできないでしょうか。  

 

●大島委員  

  了解いたしました。  

 

●前田会長  

  ありがとうございました。  

 

●二輪委員  

  今日は、資料というかパンフレットで、このように「活発で良い議論

ができる会議のために」というものをお配りさせていただきました。  

  こちらのほう、一昨年全員にお配りさせていただいているので、それ

以降にお代わりになった委員以外は一回は目にされたことがあると思

いますが、今この場で中身を大まかに説明することはしないんですが、

一番重要なのが真ん中の右側、こちらに各委員さんがどういう立場でど

ういうことをその会議の場で発言していくことを求められているかと

いうことを、私の中部運輸局のほうでまとめさせていただいたものにな

りますので、各委員さんそれぞれ立場がありますので、それぞれの立場

の意見を代表する方となっておりますので、そこらへんを念頭に置いて

発言していただくと共に、日ごろの生活の中でこういう意見を集めてき



20 

ていただけると、より良い公共交通になるのではないかなと思いますの

で、是非お帰りになって中身をご覧いただいて参考にしていただくよう

によろしくお願いします。  

 

●前田会長  

  ありがとうございました。  

他に委員さん、よろしいですか。  

  では、これをもちまして、平成３０年度第１回清須市地域公共交通会

議を閉会いたします。皆さん、ありがとうございます。  

今後ともよろしくお願いいたします。  

 

４  閉会（午前１１時４５分）  

 

問い合わせ先 企画部 企画政策課 

０５２－４００－２９１１ 内線３２５０ 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 
会  長 前田 繁一 

 
署名委員 谷野 嘉一 
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